
EDSでかんたん相分析
～EDS相分析ソフトウェア２～

化合物のマップをワンクリックで自動作成

便利な機能

2つの解析モードで多様な試料・目的に対応

これまでの EDSマップ分析に相分析モード

が加わります。従来の元素マップモードより

も、簡単で手軽に物質の分布を解析するこ

とができます。

相分析モードではワンクリックで、同等の

化学組成の領域（相マップ）と、化学組成情

報（相スペクトルと定量分析結果）を自動で

素早く生成します。

① 構成元素によるラベリング
スペクトルを定性・定量分析し、構成元素による
ラベリングを行います。また、分析対象ではない
元素を除外してラベリングすることも可能です。

② QBase によるラベリング
弊社の QBase 機能によりラベリングを行います。
スペクトルをデータベースと照合し、登録されて
いる名称でラベリングを行います。
QBase：Qualitative Analysis Database

相の数を変更した場合のプレビュー
を表示します。解析作業をスムーズ
に行うことができます。

【再解析プレビュー】
相分析の結果をワンクリックでレポートに出力
することができます。

【ワンクリックレポート作成】
各相のスペクトルを自動で
解析し、ラベリングを行い
ます。ラベリングの方法は
2 種類から選択できます。

塗りつぶしマップ
✓ 面積率の算出
✓ 界面の中間相の分析

色階調（グラデーション）マップ
✓ 不均一な化学組成の物質
✓ 凹凸のある試料
✓ 微小な物質 / 異物の発見

【自動ラベリング】

Cluster 相分析モード

① FeSAs
② 硫砒鉄鉱

VCA 相分析モード VCA：Vertex Component Analysis

相マップ
オーバーレイ表示

相スペクトルの
比較

ワンクリック
元素マップと切替

各相の
マップとスペクトル



※ 外観・仕様は改良のため、予告なく変更することがあります。

VCA相分析モード

Cluster相分析モード

適用機種
JCM-7000 ※、JSM-IT510 ※、JSM-IT210、JSM-IT710HR　※バージョンアップ作業が必要な号機あり
JSM-IT200 ※※、JSM-IT500 ※※、JSM-IT700HR ※※、JSM-IT800 ※※、JIB-PS500i ※※　※※オフラインデータ解析ソフトウェア  EX-37390SVL 利用によるオフライン稼働

• EDS 相分析ソフトウェア２（EX36430PHA2）は、日本電子製 EDS システムのオプションソフトウェアです。
• プレイバック分析機能が利用可能です。（EDS 分析用標準ソフトウェア（EX-36271STD）利用の場合）

面積率※

※分析視野に占める割合

■ Sn	 (38.05%) 
■ CuSn	 (11.91%) 
■ Cu	 (49.57%)  
■ Ag	   (0.47%)  

相マップ重畳像

反射電子組成像

元素マップ

元素マップ重畳像

反射電子組成像

10 μm

1 μm

試料：Cu 基板 -SnAgCu 鉛フリーはんだの界面

試料：コンドライト隕石

相マップ重畳像

1 μm

■ ケイ酸塩（Mg, Fe）	 ■ ケイ酸塩（Al, Mg, Fe）	 ■ Fe, Ni 硫化物
■ ケイ酸塩（Mg, Ca, Al）	 ■ ケイ酸塩（Al, Na）	 ■ Fe, Ni 金属
■ ケイ酸塩（Mg, Fe）	 ■ 樹脂	 ■ Ca リン酸塩
		  ■ Cr 含む酸化物

相領域全体のスペクトル
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